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梅井治雄課長古舘 裕主査

高杉 眞弁護士姉帯美和子ナビゲーター

実技の一コマペアを組んで実技

講義風景

赤坂勝会長

平
成
二
十
三
年
度

身
体
障
害
者
・
知
的
障
害
者

相
談
員
等
専
門
研
修
会
を
開
催

九
月
十
二
日
�
、
北
海
道
か
ら
委
託
を
受
け
て
実
施
す
る
「
身
体
障
害

者
・
知
的
障
害
者
相
談
員
等
専
門
研
修
会
」
が
、
札
幌
市
内
の
道
民
活
動

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
四
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
全
道
各
地
か

ら
身
体
障
害
者
相
談
員
三
十
七
名
、
知
的
障
害
者
相
談
員
九
名
、
地
域
相

談
員
一
名
（
計
四
十
七
名
）
が
参
加
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
主
催
者
挨
拶
と
行
政
説
明
】

最
初
に
、
主
催
者
で
あ
る
北
海
道

福
祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
長
梅

井
治
雄
さ
ん
か
ら
日
ご
ろ
の
相
談
員

活
動
に
対
す
る
お
礼
と
、
現
在
、
北

海
道
に
お
い
て
取
組
ん
で
い
る
第
三

期
北
海
道
障
が
い
者
福
祉
計
画
の
策

定
へ
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、
さ
ら
に

障
が
い
者
に
対
す
る
道
民
の
理
解
の

促
進
と
障
が
い
者
施
策
の
一
層
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
挨
拶
が

あ
っ
た
。

続
い
て
、「
障
害
者
相
談
員
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
同
課
主
査
古
舘
裕

民
（
こ
だ
て
ひ
ろ
た
み
）
さ
ん
か
ら

最
近
の
国
の
障
害
者
制
度
改
革
の
概

要
も
含
め
て
詳
し
い
説
明
が
あ
っ
た
。

【
弁
護
士
に
よ
る
講
演
】

続
い
て
、
札
幌
弁
護
士
会
所
属
の

高
杉

眞
弁
護
士
（
村
松
法
律
事
務

所
）か
ら「
障
害
者
の
権
利
と
法
律
」

と
題
し
て
、「
障
害
者
に
関
す
る
法
」、

「
民
事
責
任
・
刑
事
責
任
―
責
任
を

負
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。」、

「
障
が
い
の
あ
る
人
を
め
ぐ
る
様
々

な
事
案
」、「
弁
護
士
へ
の
ア
ク
セ

ス
」
に
分
け
て
、
具
体
的
な
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す

れ
ば
よ
い
の
か
、
判
り
や
す
い
説
明

が
あ
っ
た
。

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
に
よ
る
講
演
・
実
技
】

午
後
か
ら
は
Ｍ
Ｉ
Ｗ
工
房
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の

あ
ね

た
い

み

わ

こ

姉
帯
美
和
子
さ
ん
か
ら「
心
が
け
た
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
つ
ぼ
」と

題
し
て
講
義
・
実
技
演
習
が
行
わ
れ
た
。

受
講
者
全
員
が
胸
元
に
名
札
を
付

け
て
、
ま
た
、
机
を
会
場
の
隅
に
整

頓
し
て
、
全
員
が
椅
子
に
座
り
な
が

ら
の
講
義
と
実
技
と
な
っ
た
。
特
に

実
技
で
は
、
隣
の
方
と
ペ
ア
と
な
っ

て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り

方
、
感
じ
方
な
ど
を
学
び
、
眠
く
な

る
午
後
か
ら
の
講
義
・
実
習
が
楽
し

い
時
間
と
な
っ
た
。

【
受
講
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

最
後
に
、
受
講
者
か
ら
提
出
さ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
主

な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

多
く
の
受
講
者
か
ら
、
分
か
り
や

す
く
勉
強
に
な
っ
た
、
中
身
が
充
実

し
て
い
た
、
久
し
ぶ
り
に
良
い
研
修

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
、
な
ど
と

好
評
で
し
た
。
そ
の
他
に
意
見
交
換

の
時
間
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
と
思

う
、
で
き
る
だ
け
質
問
時
間
を
設
け

て
欲
し
い
、
相
談
員
の
事
例
発
表
等

が
あ
れ
ば
よ
か
っ
た
、
制
度
改
正
に

よ
り
ど
う
な
る
か
が
心
配
な
ど
の
意

見
も
あ
り
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
相

談
員
の
皆
さ
ん
、
大
変
、
苦
労
さ
ん

で
し
た
。

相
談
員
連
絡
協
議
会
総
会

十
月
十
二
日
�
、
相
談
員
専
門
研

修
会
（
札
幌
市
内
で
開
催
）
の
終
了

後
、
北
海
道
身
体
障
害
者
相
談
員
連

絡
協
議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
は
十
四
名
の
会
員
が
出
席

さ
れ
、
議
長
に
は
長
万
部
町
か
ら
出

席
さ
れ
た
菅
野
文
夫
（
す
が
の
ふ
み

お
）
さ
ん
に
お
願
い
し
、
議
案
審
議

が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
提
案

さ
れ
た
平
成
二
十
二
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告
並
び
に

平
成
二
十
三
年
度
の
事
業
計
画

（
案
）、
収
支
予
算
（
案
）
は
全
て

提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な

お
、
総
会
で
は
会
員
か
ら
「
来
年
四

月
一
日
か
ら
相
談
員
委
嘱
が
市
町
村

長
と
な
る
と
、
来
年
度
以
降
の
相
談

員
専
門
研
修
会
や
相
談
員
連
絡
協
議

会
は
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
質
問

が
出
さ
れ
ま
し
た
。事
務
局
か
ら
は
、

「
今
後
、情
報
収
集
に
努
め
た
い
。」

と
、「
ま
た
、
そ
の
結
果
、
相
談
員

連
絡
協
議
会
総
会
が
開
催
で
き
な
く

な
る
場
合
は
、
幹
事
会
を
札
幌
で
開

催
し
、
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。」
と
回
答
さ

れ
た
。
そ

の
他
、「
総

会
を
六
月

の
時
期
に

開
催
し
て

欲
し
い
」

な
ど
の
意

見
も
出
さ

れ

ま

し

た
。

全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
推
進

委
員
会
の
実
施

十
月
二
十
七
日
、
道
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
九
月
二
十
三
日
開
催
さ
れ
た

第
六
十
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
千
歳
大
会
で
提
出
さ
れ
た
五
つ
の

要
望
に
つ
い
て
第
二
回
大
会
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
審
議
、
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
第
六
十
二
回
大
会
の
候
補

地
の
選
考
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

北
身
協
役
員
会
の
開
催

十
月
二
十
七
日
、
午
後
か
ら
北
身

協
役
員
会
が
大
関
行
政
書
士
も
同
席

し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
法
人
移
行
に
伴
う
新
定
款
の
理

事
会
承
認
等
に
つ
い
て
質
疑
、
協
議

さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

北
身
協
事
務
局
人
事

（
七
月
三
十
一
日
付
け
）

退
職

書
記

引
地

朋
子

（
八
月
一
日
付
け
）

採
用

書
記

岡
本

耕
侍

（
十
月
三
十
一
日
付
け
）

退
職

書
記

松
本
美
由
紀

（
十
一
月
一
日
付
け
）

採
用

書
記

�
橋
ま
す
み

発行人
（社団）北海道身体障害者
福祉協会会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

電

話
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

喬

電
話
代
表（
〇
一
一
）二
四
一
�
〇
九
八
六
番

釧
路
市
富
士
見
一
の
五
の
九

役員会

代
表
取
締
役

柏

崎

カ

ネ

岩
見
沢
市
志
文
町
九
二
三
番
地
二
六

電
話（
〇
一
二
六
）�
二
二
�
六
六
四
三
番

連絡員協議会の総会

岩

見

沢

市

三

条

西

八

丁

目

電

話（
〇
一
二
六
）二
二
�
三
七
三
九
番

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
二
六
）二
四
�
七
六
一
八
番

美
唄
市
東
七
条
北
四
丁
目
七
番
九
号

電
話（
〇
一
二
六
）六
二
�
〇
九
三
一
番

（平成２３年１１月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（第６９２号）（１）
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講 義 等
開講式
講義（盲ろう者福祉概論・コミュニケーション論）
講義（盲ろう者として）
実技（盲ろう擬似体験）
講義・実技（はじめての一歩 点字）
講義（盲ろう者と音声）
講義（盲ろう者と筆記）
実技（食事実習）
講義（盲ろう者と手話）
実習（コミュニケーション実習）
実技（盲ろう者の移動介助）
講義（通訳介助活動について）
実技（通訳介助の実習）
説明（通訳・介助員派遣事業について）
閉講式（修了書授与）

場 所
道民活動センタービル８階

８２０研修室

道民活動センタービル８階
８２０研修室

道民活動センタービル８階
８２０研修室

開催日時
２月１０日（金）
９時３０分～１７時

２月１１日（土）
９時～１７時

２月１２日（日）
９時～１６時３０分

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成２３年度盲ろう者通訳・介助員養成講座の受講者募集

１ 受 講 対 象 この講座は、盲ろう者（「視覚と聴覚について重複して障がいのあ
る重度の盲ろう者」をいいます。）の福祉に理解と熱意を有する者に
対し、盲ろう者のコミュニケーション手段と移動介助についての知
識と技術等の講習を行うことにより、通訳・介助員を養成し、盲ろ
う者の福祉の増進に資することを目的として行います。このため、
受講対象者は、この講座の全ての受講が可能な２０歳以上の者で、修
了後、通訳・介助員として登録し、盲ろう者の通訳・介助の業務を
担う意思のある方とします。

２ 主 催 北海道・�北海道身体障害者福祉協会

３ 協 力 札幌盲ろう者福祉協会

４ 募 集 定 員 ３０名程度（養成講座の趣旨を踏まえて選考します。）

５ 開 催 日 時 平成２４年２月１０日�～２月１２日�の３日間

６ 講 座 日 程 下記のとおり。

７ 受 講 料 無料。ただし、テキスト代等の自己負担（３，５００円）があります。

８ 募 集 期 間 平成２３年１２月中旬～平成２４年１月中旬

９ 申 込 方 法 所定の申込書に必要事項を記載のうえ、申し込んでください。

１０ 登録手続き 最終日に「盲ろう者通訳・介助員」としての登録を行ないます。

１１ 申込・問合せ �北海道身体障害者福祉協会
住所 札幌市中央区北２条西７丁目道民活動センタービル ４階
電話 ０１１�２５１�１５５１ FAX ０１１�２５１�０８５８
URL http：／／www．kokusinkyo．or．jp／

【講座日程（案）】

パ
ソ
コ
ン
教
室
の
実
施
に
つ
い
て

石
狩
市
、
石
狩
市
総
合
保
険
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
十
月
二
十
四

日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
三
日
間
で
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
ワ
ー
ド
、

エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
実
践
し
ま
し

た
。
六
名

の
参
加
申

込
者
全
員

が

受

講

し
、
無
事

終
了
し
ま

し
た
。

Ｄ
Ｐ
Ｉ
北
海
道
の
募
金
御
礼

第
六
十
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉

大
会
千
歳
大
会
の
会
場
に
お
い
て
加

盟
団
体
の
会
員
の
皆
様
に
は
Ｄ
Ｐ
Ｉ

北
海
道
の
募
金
に
ご
協
力
頂
き
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【【
地地
域域
かか
らら
のの
おお
便便
りり
】】へへ
のの

投投
稿稿
をを
募募
集集
しし
てて
いい
まま
すす

こ
の
新
聞
は
、
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
の
会
報
と
し
て
、
地
域

の
身
障
協
会
の
元
気
な
取
り
組
み
な

ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
加
盟
団
体

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら

の
お
便
り
（
写
真
を
含
み
ま
す
）
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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一
、
判
読
が
難
し
い
漢
字
に
は
必
ず

ル
ビ
を
付
し
て
く
だ
さ
い
。

一
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
記
入
願
い
ま
す
。

一
、
投
稿
は
で
き
る
だ
け
新
聞
発
行

月
の
前
月
末
ま
で
に
お
願
い
し
ま

す
。

【
宛
先
】

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
〇
二

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
四
階

北
海
道
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会

宛

�
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�

一
、
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
及
び
社
会
福
祉
関
係

団
体

一
、
利
用
申
込

別
に
定
め
る
申
込
書
が
必
要
で

す
。詳

細
に
つ
い
て
は
左
記
へ
ご
連

絡
下
さ
い

【
問
合
先
】

〒
〇
六
〇
―
〇
〇
〇
二

札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
四
階

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電
話

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

リ
フ
ト
付
貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

パソコン教室の一コマ

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道
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